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　　　　　　大都市高校生の 学習と生活
一 パ ー

ソ ナル 携帯 メデ ィ ア とア ル バ イ トに着目して
一

千葉　勝吾 （東洋大学大学院 ・都立 市ヶ 谷商業高校教諭）

　1 ．本研究の課題

　 従来 の 学校で は、朝、登校 して か ら夕方に

下校す るまで は、無断外 出す る生徒 を除 けば、

校外 との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 手段 は公衆電話

　1 台 とい っ た状況で あり、家 に帰 る か 、予 め

待ち合わせ して お か なければ校外の 友人 と連

絡を と る こ とは で きなか っ た 。

　 と こ ろが 、 現在で は携帯電話、PHS、ポケ

ベ ル と い っ た コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 手段 を個 々

の 生 徒が持 つ こ とが で きる よ うな状況 とな り、

学校に い る間で もか な り自由に外部 とコ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン が可能 とな りっ っ ある。

　 こ の よ うな状混は ク ロ ス オ
ーバ ー

社会 （藤

田，1991 ）の 学校 へ の 浸透 と捉 え られ 、 そ の

なか で 生徒の 帰属意識 をは じめ とす る学校に

対す る意識は どの よ うに変化 して い る の か 、

また 、その よ うなパ ーソナル な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ
’
ン メデ ィ ア に依存す る傾 向と子 ども の 特

性 （学力 、進路、性格、友人 関係）な どと の

関係は あるの か とい っ たこ とを分析する こ と

を 目的 と した 。

　 さらに 、 高校生 に と っ て は パ ーソ ナル 携帯

メ デ ィ ア の 使用料 は高額で あ り、そ の 費用 を

つ くる た め に ア ル バ イ トを して い る生徒 も増

加 して い る とい っ た こ と の 実態 につ い て もあ

き らか に す る こ とを目的 と した 。

2 ．調査方法

質問紙調査

　（1 ）調査 対象　平成 10 年度　都立全 日制

普通 科 2 学年に 在学す る者を対 象に 1998 年
110

月 に 実施 。

　（2 ）調 査項 目　基 本的属性、各種 メ デ ィ ア

との 接触状況、生活 と学習 の 実態 と意識 。 さ

らに社会 の 将来 に っ い て の 意識、友人 など他

者 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 関係に つ い て。

（3 ）調査方法

調査地域　東京都区部 に所在す る 10 校

デー
タ数　1，300　うち有効 数　1

，
　209

記入 方法　教員 の 指示 下 で の 　集合 自記記 入

イ ン タ ビ ュ
ー

調査

　調査校の うち 5 校 の 生徒 25 名 に対 して 、

1校 あた り概ね 1 時間 30 分 の グル
ープイ ン

タ ビ ュ
ー

を実施。

3 ．結果

パ ー
ソナ ル 携帯 メディ ア をめ ぐる状況

（1 ）増加する パ ー
ソナ ル 携帯メデ ィ ア の 自

己 所有。約 2 ／ 3 の 都 立高校生 は、携 帯な ど

の パ ー
ソ ナ ル メデ ィ ア を所 有 し利用 して い る 。

（2 ）ポケベ ル は携帯の メ
ール 機能に吸収

され 減少 し、ポ ケ ベ ル → PHS → 携帯 へ の 持

ち替えが
一

般的。特 に後発 の 男子 は携帯志向

が 強 くみ ら．れ る。
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（3 ）　 「ポ ケ ベ ル 」 「ケイ タイ 」 な どの パ ー

ソ ナ ル 携帯メデ ィ ア の 自己所有は使用料の 負

担 が大きい 。「ケイタ イ」 で は 8 割の 生徒 が

全額自己負担 して い る。平均月額 7，　OOO 円。

（4 ）　 「ケイ タイ」 な どを どん どん利用する

生徒 と持 つ こ との 象徴的意味で 満足する生徒

に利用形態が分化 。

（5 ）身体密着性 の 高 い 「ケ イ タイ」 は メ デ

ィ ア の な か で 、 会話 、 テ レ ビ に つ い で な くて

はな らな い もの と し て あげ られ る 。

（6 ）高校生 の 生活 ス タ イ ル は 学業指向 とア

ル バ イ ト指向の 分化 して い る。

（7 ）お小 遣 い は、平均 月額 8，700 円で 、男

子 が女子 よ り 3，　OOO 円も多い 。

ア ル バ イ トをす る 理 由 の 第 3 位 が 「ケイ タ

イ 」 な ど の 使用 料を支払 うた め 。

（8 ）進学校 と非進学校 で は 「ケイ タイ 」 所

有 とア ル バ イ トの 様相は学校 に よ っ て 異なる
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4 ．結論

（1 ） f寂 しい 」 社会的 自立

　高校生 の 多 くは 、自分の 意志 と負担に よ り、

「ケイ タイ 」 などの パ ーソ ナ ル 携帯 メデ ィ ア

を所有 し利用 して い るが 、その 点で 、コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン ・メデ ィ ア が急速に 普及 し て い

る現代の 情報化社会の なか で 、ある種の 社会

的 自立 を実現 して い る と見る こ とがで きる。

　 しか し、それは 「寂 し い 」 社会的 自立 で あ

る よ うに 思 われ る 。 なぜ な ら、「ケイ タ イ 」

な どの 所有 は、必 ず しも人 間 関係や コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン 空間 の 拡大を意味 しては い な い か

らで あ る 。

　実際、日常的に話 しをす る相手は、ご く近

い 友人 た ちに 限 られ て い る 。
「ケ イ タイ」 の

番号をどれ だけ多 くの 人1に教 えよ うとも、だ

か らとい っ て コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 空間が豊 か

になるわ けではな い
。 確 か に 多数の メ ッ セ ー

ジを連 暖 け取 る融 生1もい る こ とは輳 だ
　　　　　　　　　　　　
が 、そ うした メ ッ セ ージ の 数 を気に した り、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

競 い 合 うこ と 自体 、
「寂 ILい 」 社会 的 自立 を

象徴 して い る と見 る こ と もで きよ う。

（2 ）メ デ ィ ア 所 有に よ る 経済的負担 の 影 響

　従来 の 固 定式 電話や 、…テ レ ビ ・
ラジ オ と い

っ た メ ディ ア の 場合、
一：般 に 、高校生 がそ の

費用を負担す る 必 要 は ない
。 しか し、「ケイ

　　　　　　　　　　　1
タイ 」 な どの 場合、利用 1すれ ばする ほ ど、費

用負担 も多くな り経済鹸担が 大きい 。 と、、

あ き らか とな っ た ． 従来L高校 生 とパ ＿
ソ ナ

　　　　　　　　　　　1
ル 携帯メ デ ィ ア との 関れりつ い て は、情報化
　　　　　　　　　　　コ
社 会 ・メデ ィ ア 社会や コ 1ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 環

境 の 問題 として語 られ る こ とが 多か っ た。 し

か し、以上 の よ うな経済的負担やア ル バ イ ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
との 関連 を考 え る と、消費社会 の な か で の 高

校生 と い う側面 も重要で ある と考え られ る。

（

膿 犠難難 灘 的で

刺激的な消費社会の なか に無意識の うちに取

り込まれて しま っ た、い かに も頼 りない 高校
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
生 の 姿で あ る。高校生 にな っ た ら 「ケイ タイ 」

獅 嬬 噺懲 を舗
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
会の 作 り出す流行 に 非 自省的に 取 り込まれ て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

い く高校生 の 姿で ある ・ iし か も渓 際｝こ 「ケ

イ タイ 亅 を持ち 、そ れ を使えば 使 うほ ど支払

い鎌 も多 くなる か ら骸 の お 金を稼 ぐた め

に、と りあえず ・ マ だか1ら ・バ イ ト、 すると

い うよ うに、
一

種 の負の 循環が 起こ っ て い る

よ うに思われ る 。 　 　　 i
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・『情報化社会 と青少年』総務庁青少年対策

　本部編，1998
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